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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　細孔をもちそしてポリマー及びゲル形成のためのゲル形成イオンを含む発泡体を用意し
、該イオンとの接触でゲルを形成できるゲル化サイトをもつ可溶性ポリサッカライドを含
む液体成分を該発泡体と接触させ、それによって該イオンとの接触で、可溶性ポリサッカ
ライドを含むゲルが該発泡体の細孔内に形成されることを特徴とする複合体の発泡方法。
【請求項２】
　発泡体が、アルギン酸塩、ペクチン、カラギーナン、ヒアルロン酸塩、キトサン及びそ
れらの混合物から選択されたポリサッカライドからなる請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　発泡体が、少なくとも一つの細胞付着ペプチド配列をもった変性アルギン酸塩からなる
請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　ゲル形成イオンが、可溶性ポリサッカライドのゲル部分の少なくとも１０％に相当する
モル量で存在する請求項１から３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　発泡体の細孔内にゲルをもつ発泡体からなる複合体であって、該複合体が請求項１から
４のいずれか一項に記載の方法によって得られることを特徴とする複合体。
【請求項６】
　ｉ）発泡体が細孔をもちそして発泡体の少なくとも一部に分布しているゲル形成イオン
を含む発泡体；及びｉｉ）ポリサッカライドを含むゲルであって、ゲルが発泡体の細孔内
に位置しそして発泡体と相互作用していることを特徴とする複合体。
【請求項７】
　細孔をもつ発泡体からなり、発泡体がゲル形成イオンをもち、ポリサッカライドゲルが
細孔の少なくともいくつかに存在する複合体。
【請求項８】
　発泡体が、水、生理溶液、可溶性ポリサッカライド溶液からなる群から選択された液体
を発泡体重量の１から３０倍の重量で吸収し、そしてポリサッカライド溶液が機能性成分
を含む請求項５から７のいずれか一項に記載の複合体。
【請求項９】
　請求項１から８のいずれか一項に記載の方法によって複合体を形成することからなると
共に液体成分が細胞を含み、該ポリサッカライドが発泡体の細孔内でゲル化し、ゲル形成
イオンがストロンチウムイオンを含むことを特徴とする細胞増殖を阻害する方法。
【請求項１０】
　インヴィトロの組織培養用途又はインヴィヴォの組織工学用途のための細胞固定及び／
又は増殖のためのマトリックスとしての請求項５から８のいずれか一項に記載の複合体の
使用。
【請求項１１】
　組織に発泡体を固定し、該発泡体は連続細孔とゲル形成イオンをもち、可溶性ポリサッ
カライドを含む溶液を加えそしてポリサッカライドをゲル形成イオンと反応させることに
よって、請求項５から８のいずれか一項に記載の複合体からなる組織へ取り付けるための
部材。
【請求項１２】
　可溶性アルギン酸塩と水を含む液体成分を、ゲル化した、ゲル形成イオンを取り込んだ
、連続細孔のアルギン酸塩発泡体に添加し；そして発泡体が液体を吸収しそれによって細
孔内でゲルを形成するときに可溶性アルギン酸塩を該ゲル形成イオンと反応させることか
らなるアルギン酸塩発泡体の細孔内でのゲル化を誘引させる方法。
【請求項１３】
　ａ）ポリサッカライド、及び発泡剤及び所望による可塑剤、架橋剤及びｐＨ変性剤の一
つ以上を含む水溶液分散物から湿潤発泡体を形成し；ｂ）所望により機械攪拌によって、
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水溶液分散物から発泡体を混合し；ｃ）ｉ）発泡体を成形し；そしてｉｉ）発泡体から架
橋した発泡体を形成する工程の一つ以上を所望により実施し；ｄ）連続細孔を含む乾燥発
泡体を形成するために発泡体を乾燥し；そして工程ａ）からｄ）の一つ以上に、又は工程
ｄ）の後でゲル形成イオンを添加することを特徴とする、連続細孔ネットワークと細孔を
もち引き続き添加されたポリサッカライド溶液をゲル化させるためのゲル形成イオンを含
む乾燥吸収発泡体を形成する方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１８４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１８４】
　本発明の複合体は生物医学用途、例えば、細胞培養媒体及び移植、徐放伝達系、食品用
途、工業用途、及び化粧品及び口腔衛生を含むパーソナルケア用途に有用である。また、
本発明の複合体は医療用途、例えば創傷処置、組織工学及び組織再生及び細胞固定におい
て使用するのに特に好適である。
　以下に、本発明と好ましい態様をまとめて述べる。
１．細孔をもちそしてポリマー及びゲル形成のためのゲル形成イオンを含む発泡体を用意
し、該イオンとの接触でゲルを形成できるゲル化サイトをもつ可溶性ポリサッカライドを
含む液体成分を該発泡体と接触させ、それによって該イオンとの接触で、可溶性ポリサッ
カライドを含むゲルが該発泡体の細孔内に形成されることを特徴とする複合体の発泡方法
。
２．発泡体が殺菌されている上記１記載の方法。
３．ゲル形成イオンの少なくとも一部が、ゲル形成イオンを含む溶液中で発泡体を洗浄す
るか又は浸漬しそれから過剰の溶液を除去することによって取り込まれる上記１又は２記
載の方法。
４．発泡体がバイオポリマーからなる上記１から３のいずれか一項に記載の方法。
５．発泡体が、アルギン酸塩、ペクチン、カラギーナン、ヒアルロン酸塩、キトサン及び
それらの混合物から選択されたポリサッカライドからなる上記１から４のいずれか一項に
記載の方法。
６．発泡体が変性アルギン酸塩からなる上記１から５のいずれか一項に記載の方法。
７．発泡体が、少なくとも一つの細胞付着ペプチド配列をもった変性アルギン酸塩からな
る上記１から６のいずれか一項に記載の方法。
８．発泡体中のポリマーがアルギン酸塩からなりそしてアルギン酸塩の平均分子量が約１
０ｋＤａから約５００ｋＤａである上記１から７のいずれか一項に記載の方法。
９．発泡体中のアルギネートの平均分子量が約５０ｋＤａから約３００ｋＤａである上記
８記載の方法。
１０．発泡体中のポリマーがアルギン酸塩からなりそしてアルギン酸塩が２０％以上のＧ
含量をもつ上記１から９のいずれか一項に記載の方法。
１１．ゲル形成イオンが、可溶性ポリサッカライドのゲル部分の少なくとも１０％に相当
するモル量で存在する上記１から１０のいずれか一項に記載の方法。
１２．ゲル形成イオンが、可溶性ポリサッカライドのゲル化サイトの５％から２５０％に
相当するモル量で存在する上記１から１１のいずれか一項に記載の方法。
１３．ゲル形成イオンがカルシウムイオンからなり、そしてゲル化イオンが可溶性ポリサ
ッカライドのゲル化サイトの５％から２００％に相当するモル量で存在する上記１から１
２のいずれか一項に記載の方法。
１４．ゲル形成イオンがストロンチウムイオンからなり、そしてゲル化イオンが可溶性ポ
リサッカライドのゲル化サイトの少なくとも５％から２００％に相当するモル量で存在す
る上記１から１３のいずれか一項に記載の方法。
１５．ゲル形成イオンがバリウムイオンからなり、そしてゲル化イオンが可溶性ポリサッ
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カライドのゲル化サイトの少なくとも５％から２００％に相当するモル量で存在する上記
１から１４のいずれか一項に記載の方法。
１６．可溶性ポリサッカライドが可溶性ポリサッカライドを含む該液体の約０．２％から
約１０％の重量濃度をもつ上記１から１５のいずれか一項に記載の方法。
１７．可溶性ポリサッカライドが可溶性ポリサッカライドを含む該液体の約０．５％から
約５％の重量濃度をもつ上記１から１６のいずれか一項に記載の方法。
１８．液体成分中のポリサッカライドがアルギン酸塩、キトサン、カラギーナン、ヒアル
ロン酸塩及びペクチン及びそれらの混合物から選択されたものである上記１から１７のい
ずれか一項に記載の方法。
１９．ポリサッカライドがアルギン酸塩からなる上記１８記載の方法。
２０．もし人体内に移植される発泡体／ゲル複合体用に使用されるときは、アルギン酸塩
が１００ＥＵ／ｇ以下のエンドトキシン含量をもつ上記１９記載の方法。
２１．可溶性ポリサッカライドが、約４０００ダルトンから５０００００ダルトンの平均
分子量をもったアルギン酸塩からなる上記１から２０のいずれか一項に記載の方法。
２２．液体成分中のポリマーがアルギン酸塩からなりそしてアルギン酸塩が約２０％から
約８０％のＧ含量をもつ上記１から２１のいずれか一項に記載の方法。
２３．液体成分中のポリマーがアルギン酸塩からなりそしてアルギン酸塩が少なくとも２
０％のＭ含量をもつ上記１から２２のいずれか一項に記載の方法。
２４．該液体成分が約２ｍＰａｓから約５００ｍＰａｓの粘度をもつ上記１から２３のい
ずれか一項に記載の方法。
２５．液体成分が約１０ｍＰａｓから約２００ｍＰａｓの粘度をもつ上記２４記載の方法
。
２６．該液体成分がさらに機能性成分を含む上記１から２５のいずれか一項に記載の方法
。
２７．機能性成分が風味剤、芳香剤、粒子、細胞、多細胞集合体、治療剤、組織再生剤、
成長因子、及び機能性食品からなる群から選択される上記２６記載の方法。
２８．該液体成分が機能性成分に対して不活性であるか機能性成分を安定化させる上記２
７記載の方法。
２９．ポリサッカライドが細胞付着ペプチド配列を含んでいる上記１から２８のいずれか
一項に記載の方法。
３０．発泡体の細孔内にゲルをもつ発泡体からなる複合体であって、該複合体が上記１か
ら２９のいずれか一項に記載の方法によって得られることを特徴とする複合体。
３１．ｉ）発泡体が細孔をもちそして発泡体の少なくとも一部に分布しているゲル形成イ
オンを含む発泡体；及びｉｉ）ポリサッカライドを含むゲルであって、ゲルが発泡体の細
孔内に位置しそして発泡体と相互作用していることを特徴とする複合体。
３２．細孔をもつ発泡体からなり、発泡体がゲル形成イオンをもち、ポリサッカライドゲ
ルが細孔の少なくともいくつかに存在する複合体。
３３．発泡体が、水、生理溶液、可溶性ポリサッカライド溶液からなる群から選択された
液体を発泡体重量の１から３０倍の重量で吸収し、そしてポリサッカライド溶液が機能性
成分を含む上記３０から３２のいずれか一項に記載の複合体。
３４．複合体の弾性率が０．１ｋＰａから１０００ｋＰａである上記３０から３３のいず
れか一項に記載の複合体。
３５．発泡体及び／又はポリサッカライドが低含有量のエンドトキシンをもつ超高純度の
ポリサッカライドからなる上記３０から３４のいずれか一項に記載の複合体。
３６．ポリサッカライドゲルがさらに機能性成分を含む上記３０から３５のいずれか一項
に記載の複合体。
３７．機能性成分が風味剤、芳香剤、粒子、細胞、多細胞集合体、治療剤、組織再生剤、
成長因子、及び機能性食品からなる群から選択される上記３６記載の複合体。
３８．機能性成分が細胞からなる上記３７記載の複合体。
３９．ゲル形成イオンがバリウムイオン、ストロンチウムイオン、又はそれらの混合物を
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含む上記３８記載の複合体からなる細胞増殖阻害用の複合体。
４０．ゲル形成イオンがカルシウムイオンを含む上記３７から３９のいずれか一項に記載
の複合体からなる細胞増殖阻促進用の複合体。
４１．発泡体がアルギン酸塩からなり、発泡体がさらに薬学活性剤及び／又は抗粘着剤か
ら選択された機能性成分を含む上記１から２９のいずれか一項に記載の方法によって製造
された複合体。
４２．上記３７から４０のいずれか一項に記載の複合体を、生体細胞に中性な浸透圧に調
節したゲル形成イオンを含む溶液で洗浄することを特徴とする複合体中で細胞増殖を促進
する方法。
４３．洗浄工程が複合体の機械的性質を変性するように、ゲル形成イオンが選択される上
記４２記載の方法。
４４．複合体を洗浄するために使用される溶液が、約５ｍＭから約２００ｍＭの濃度で、
カルシウム塩、バリウム塩及びストロンチウム塩から選択された塩を含む上記４２又は４
３記載の方法。
４５．上記１から２９のいずれか一項に記載の方法によって複合体を形成することからな
ると共に液体成分が細胞を含み、該ポリサッカライドが発泡体の細孔内でゲル化し、ゲル
形成イオンがストロンチウムイオンを含むことを特徴とする細胞増殖を阻害する方法。
４６．回収剤を含む水溶液を、可溶性サッカライドを含むゲルと接触させ、そこで該水溶
液が生体細胞に中性な浸透圧を与えるように調節されていることを特徴とする上記３８記
載の複合体から細胞を回収する方法。
４７．回収剤がクエン酸ナトリウム又はその他のクエン酸の可溶性塩、ＥＤＴＡナトリウ
ム又はその他のＥＤＴＡ可溶性塩、又はヘキサメタフォスフェートを含む上記４６記載の
方法。
４８．インヴィトロの組織培養用途又はインヴィヴォの組織工学用途のための細胞固定及
び／又は増殖のためのマトリックスとしての上記３０から４１のいずれか一項に記載の複
合体の使用。
４９．複合体が、人や動物の身体に活性剤のインヴィヴォ徐放性を与えるための治療剤を
さらに含む上記３０から４１のいずれか一項に記載の複合体の使用。
５０．複合体が、インヴィヴォの創傷処置を与えるための創傷処置に使用するための成分
をさらに含む上記３０から４１のいずれか一項に記載の複合体の使用。
５１．組織に発泡体を固定し、該発泡体は連続細孔とゲル形成イオンをもち、可溶性ポリ
サッカライドを含む溶液を加えそしてポリサッカライドをゲル形成イオンと反応させるこ
とによって、上記３０から４１のいずれか一項に記載の複合体を該組織へ取り付けるため
の方法。
５２．縫合によって複合体を組織に取り付けることからなる上記３０から４１のいずれか
一項に記載の複合体の該組織への取り付け方法。
５３．上記１から２９のいずれか一項に記載の方法によって製造される複合体を移植しそ
して、発泡体が細胞成長を確立させる目的で人又は動物の身体内にアルギン酸塩を含むこ
とを特徴とする細胞成長の促進方法。
５４．可溶性アルギン酸塩と水を含む液体成分を、ゲル化した、ゲル形成イオンを取り込
んだ、連続細孔のアルギン酸塩発泡体に添加し；そして発泡体が液体を吸収しそれによっ
て細孔内でゲルを形成するときに可溶性アルギン酸塩を該ゲル形成イオンと反応させるこ
とからなるアルギン酸塩発泡体の細孔内のインシツゲル化を誘引させる方法。
５５．組織と隣接した組織間に障壁を与えるように上記３０から４１のいずれか一項に記
載の複合体を組織に適用することからなる、隣接した組織への組織の付着を防止する方法
。
５６．ａ）ポリサッカライド、及び発泡剤及び所望による可塑剤、架橋剤及びｐＨ変性剤
の一つ以上を含む水溶液分散物から湿潤発泡体を形成し；ｂ）所望により機械攪拌によっ
て、水溶液分散物から発泡体を混合し；ｃ）ｉ）発泡体を成形し；そしてｉｉ）発泡体か
ら架橋した発泡体を形成する工程の一つ以上を所望により実施し；ｄ）連続細孔を含む乾
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燥発泡体を形成するために発泡体を乾燥し；そして工程ａ）からｄ）の一つ以上に、又は
工程ｄ）の後でゲル形成イオンを添加することを特徴とする、連続細孔ネットワークと細
孔をもち引き続き添加されたポリサッカライド溶液をゲル化させるためのゲル形成イオン
を含む乾燥吸収発泡体を形成する方法。
５７．ポリサッカライドがヒアルロン酸塩を含む上記５６記載の方法。
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